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が示される。第五章では、より一般的な CES 型効用関数を持つ n 人の公共財の私的供給モデルを構築し、いくつか
の種類の技術進歩の厚生への影響を調査している。結果として、私的財と公共財との消費関係(補完関係か代替関係
か)が、様々なタイプの技術進歩の厚生への影響を決める決定的な要因であることが示される。
第六章と七章では、技術水準が各民間経済主体による「戦略的投資J という形で内生的に決定するモデ、ルを構築し、
公共財の私的供給モデ、ルにおける内生的な技術進歩の影響や、技術開発のインセンティブ構造について調査している。
第六章で、はベンチマークケースとして、技術水準の個人(または国家)間での漏出効果がない場合について分析して
いる。そこでは戦略的な技術水準の選択によって各個人は公共財生産部門への投資を行わず、また私的財生産部門に
効率性の観点から見て過剰な投資を行ってしまい、結果として厚生を減じてしまうという「内生的な窮乏化的成長」
が得られることが確かめられる。一方、第七章では、各個人によって開発された技術水準に、個人間の漏出効果が存
在する場合を分析している。結果として、技術の漏出効果の度合いが大きい程、各個人は自らの公共財供給技術を高
める投資を行う可能性があることが示される。また、技術水準自体も一種の「公共財J であるような時(漏出効果が
完全である時)には、そのような技術開発への最適な投資量が自発的に達成されることも示される。これらの結果は、
多くの国際公共財の過少供給に関する問題とその供給技術の開発(例えば、地球環境問題と環境改善技術の開発)の
ような経済問題に対して大きな合意を持つものである。
論文審査の結果の要旨
本論文は、公共財供給技術の非対称性や外生的・内生的な技術進歩の影響に焦点を当て、公共財供給の効率性に関
する新しい結果を提示した。また、分析結果が持つ政策的な合意についても十分な議論がなされており、理論的・政
策的に貢献度の高い研究である。さらなる改善の余地が残されているが、全体としての高い評価を左右するものでは
なく、むしろ著者の今後の研究の進展を期待させるものである。よって審査員一同は、本論文が博士(経済学)に値
するものと判断する。
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